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主　催　相楽東部ひと・企業誘致促進協議会（構成：京都府・笠置町・和束町・南山城村・相楽東部未来づくりセンター）

　９月21日（土）、相楽東部３町村の各エリアで「京都きづ川アクティビティフェスタ」を開きました。　
　豊かな自然、茶畑景観や文化が織りなす３町村の魅力を体験して知っていただくため、周辺の都市部
などへ地域をＰＲしました。
　マウンテンバイクやカヌー、ＳＵＰ体験など事前申込みも殺到していましたが、台風接近に伴う雨予
報により、屋外のアクティビティ体験はすべて中止となり、屋内だけの開催となりました。
約300人が地域の資源を活かした様々な体験を楽しみました。

京都きづ川 アクティビティフェスタ

　やまなみホールで、ドローン
操縦や南山城村の高山大橋の風
景を使ってバンジージャンプ等
のＶＲ（バーチャル・リアリテ

ィ）体験をしてもらいました。初めてのドロー
ン操縦に目を輝かせる子どもや、ＶＲ体験では
村の絶景に足がすくんでしまう子どもも！
　また、本格的なダンス講師による「ダンスレ
ッスン」に良い汗をかき、高山ダムの堤内探検
ツアーでは、楽しみながらダムの仕組みを学ぶ
ことができました。

南山城村
エリア

　笠置いこいの館では、室内
ボルダリングやボルダリング
キューブ、カヌーの展示を楽し
んでもらいました。多くの町

民が参加し、つくられた「笠置ＲＯCＫ！」のヒ
ロインでプロクライマーの大場美和さんが指
導に来られ、親しみのある笠置町で交流して
くれました。思うように登れなくて悔し泣きす
る子どもがいたり、ゴールまで到達して満面
の笑顔の参加者がいたりして、ボルダリング
の魅力を体験していただくことができました。

笠置町
エリア

　お茶の淹れ方教
室、抹茶アートや
茶香服体験を開催。
抹茶アートではフ

ランスから来た方や、大好きなヘ
ラクレスオオカブトの絵を描く子
どもがいました。
　お茶の淹れ方教室では、日本茶
インストラクターの説明を熱心に
聞きながら和束産の煎茶を淹れて
楽しみました。茶香服では、初め
てのお茶のゲームに一喜一憂する
参加者の姿がありました。

和束町
エリア
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2019むら活き生きまつり� 南山城村
　毎年恒例、11月23日（土・祝）は「むら活き生きまつ
り」の開催日です。　
　村内で生産した特産品の販売をはじめ、ステージイベン
ト、各種体験コーナーなど南山城村の秋を一日目いっぱい
楽しめるイベントが満載です。

　人気よしもとお笑い芸人も登場!!
　食べて、見て、買って、体験して、南山城村の魅力を全
身で感じてください。

時　間　午前10時～午後３時　　場　所　南山城村総合グラウンド
問合せ　南山城村産業観光課　☎0743・93・0105（直通）

当日は会場までのバスを運行いたしますのでご利用ください。時刻表は南山
城村ホームページまたはチラシをご覧ください。

笠置もみじまつり� 笠置町
◆スペシャル・イベント◆
～もうひとつの京都・旅する音楽祭～

  『笠置 音絵巻』
◆開催日時・会場
　日　時　11月16日（土）午後２時～４時
　　　　　開場午後１時30分～　終演午後４時（予定・120分間）
　会　場　笠置町・京都府立笠置山自然公園（もみじ公園）
　　　　　※雨天の場合はいこいの館前ゲートボール場に変更

鍋―１グランプリ� 笠置町
　12月１日（日）に笠置いこいの館前広場、JR笠置駅前
にて今回10回目となる全国ご当地鍋フェスタ「鍋－１グ
ランプリ」が開かれます。
　昨年は１万３千人の方が来場され、大きな盛りあがりを
みせました。今年も全国各地のご当地鍋が集結し、グラン
プリを競います。

　また、鍋だけでなく、ご当地グルメの出店や、第10回
の記念イベントも予定しています。ぜひご来場いただき、
全国の「食」をご堪能ください。

問合せ　笠置町商工観光課	 ☎0743・95・2301（代表）
　　　　笠置町商工会	 ☎0743・95・2159
　　　　（一社）観光笠置	 ☎0743・95・2011

昨年の鍋－１グランプリの様子

11・12月のイベント

昨年より復活した丸太切りレース

昨年のライトアップ

お願い!　本イベントは事前チケット購入制による有料イベントです。既にチ
ケットは完売しており、チケットをご購入された方のみが特設会場にご入場いただ
けます。なお、笠置寺拝観料をお納めいただければもみじ公園周辺にはお入りいただ
けますのでご自由にお越しください。コンサートの音色だけはお楽しみいただけます。

◆趣旨・概要
　笠置町四季彩祭実行委員会では「笠置・音絵巻」と題
した音楽イベントを11月中実施される笠置山もみじ公
園での夜間ライトアップ事業のメインイベントとして開
きます。日本で2番目に小さな町“笠置町”の魅力を町
外に発信し、京都市内に集中する観光客を京都府内の各
地域への誘致を促進すべく“もうひとつの京都”をサブ
タイトルに笠置エリアへの誘客と情報発信を積極的に進
める音楽イベントです。
◆出演アーティスト
・宗次郎（オカリナ奏者）　・中	孝介（ヴォーカリスト）
・山根	一生（書道家）
・佐賀	龍彦（ルヴェルヴェツ/テノール・京都府文化観光大使）
・音絵巻弦楽四重奏（この日だけのスペシャルユニット）
	 ＜順不同＞

◆担当者から一言
　コンサート会場はチケットをご購入された方のみのご
入場となりますが、笠置山自然公園のあちこちまで音楽
は響き渡ります。会場では軽食や飲料の販売もおこない
ますのでぜひお気軽にお越しください。もみじもご鑑賞
いただき、目と耳で秋の笠置をお楽しみください。（要
拝観料300円）
※	いこいの館前より笠置山山頂駐車場まで有料のシャトルバス
やタクシーもありますので、ご利用ください。（時間限定）

夜間ライトアップ
期　間　11月１日（金）～30日（土）
　　　　午後５時～９時
場　所　笠置山自然公園（もみじ公園）

問合せ　笠置町商工観光課	 ☎	0743・95・2301（代表）
　　　　笠置町商工会	 ☎	0743・95・2159
　　　　（一社）観光笠置	 ☎	0743・95・2011
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ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ

　

笠
置
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
笠
置
R
O
C
K
!
」
の
馬

杉
監
督
が
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
京
都
映
造
派
」
が
企

画
し
、
笠
置
町
・
京
都
信
用
金
庫
・
相
楽
東
部
「
ひ
と
・
企

業
」
誘
致
促
進
委
員
会
と
共
催
し
た
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
」
が
9
月
28
日
（
土
）
・
29
日
（
日
）
に
笠
置
キ
ャ

ン
プ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

映
像
や
音
楽
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
役
者
お
よ
び
地
域
の
み

な
さ
ん
約
1
0
0
人
が
集
ま
り
、
創
作
活
動
を
通
じ
て
町
の

可
能
性
を
探
る
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
B
B
Q
、
笠
置
山

観
光
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
な
ど
町
内
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
、

夜
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
無
声
映
画
の
上
映
を
楽
し
み
、

焚
き
火
を
し
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
み
な
さ
ん
の
中
に
は
初
め
て
笠
置
に
来
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
参
加
を
機
に
、
笠

置
町
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
企
業
人

 

離
任
式
・
着
任
式

　

9
月
30
日
（
月
）
に
笠
置
町
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
離
任

式
、
10
月
1
日
（
火
）
に
着
任
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

満
島
ま
ち
づ
く
り
企
画
担
当
課
長
、
辰
馬
観
光
企
画
担
当

課
長
が
9
月
で
離
任
し
、
今
回
新
た
に
地
域
お
こ
し
企
業
人

と
し
て
、
京
都
信
用
金
庫
か
ら
総
務
財
政
課
に
神
村
泰
史
ま

ち
づ
く
り
企
画
担
当
課
長
、
有
限
会
社
ア
ド
ス
プ
リ
ン
グ
か

ら
商
工
観
光
課
に
増
井
英
之
観
光
企
画
担
当
課
長
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
笠
置
町
の
職
員
と
し
て
、
民
間
企
業
経
験
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向

上
等
に
繋
が
る
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動

	「
森
林
の
利
用
保
全
に
関
す
る
協
定
」

　

10
月
2
日
（
水
）
に
京
都
府
庁
に
て
、
「
森
林
の
利
用
保

全
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
和
束
町

湯
船
区
の
山
林
約
3
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に
森
林
整
備

や
環
境
学
習
を
推
進
し
、
地
元
と
連
携
し
た
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

本
協
定
は
企
業
や
住
民
が
協
力
し
て
森
林
保
全
を
進
め
る

「
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
」
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
、

本
協
定
で
府
内
49
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
三
洋
化
成
社
会
貢
献
財
団
と
の
本
協
定
に
、

京
都
府
・
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
・
和
束
町
湯
船
財

産
区
管
理
会
・
和
束
町
が
協
定
書
に
署
名
し
、
相
互
に
協
力

し
て
森
林
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

モデルフォレスト調印式

クリエイターズキャンプの様子

左・神村担当課長　中央・西村町長　右・増井担当課長
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まち＊むらの 話題

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　

8
月
と
9
月
に
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
左

記
の
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

8
月
22
日
（
木
）

第
2
回 

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

ワ
ナ
ゲ
大
会
結
果

優　

勝

　

南
大
河
原
百
寿
会
チ
ー
ム

準
優
勝

　

田
山
老
人
寿
会
チ
ー
ム

３　

位

　

本
郷
老
人
倶
楽
部
B
チ
ー
ム

9
月
4
日
（
水
）

第
41
回 

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優　

勝

　

本
郷
老
人
倶
楽
部
チ
ー
ム

準
優
勝

　

高
尾
老
人
楽
寿
会
A
チ
ー
ム

３　

位

　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会
チ
ー
ム

9
月
25
日
（
水
）

第
17
回 

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

優　

勝

　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会

　

B
チ
ー
ム

準
優
勝

　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会

　

A
チ
ー
ム

３　

位

　

童
仙
房
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

和
束
天
満
宮
秋
祭
り

　

10
月
13
日
（
日
）
・
14
日
（
月
・
祝
）
に
和
束
天
満
宮
の

秋
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
穀
豊
穣
と
町
の
安
泰
を
祈
願
し
、か
わ
い
い
稚
児
の
行

列
の
あ
と
、こ
ど
も
神
輿
と
お
と
な
神
輿
が「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ

ッ
シ
ョ
イ
」の
い
さ
ま
し
い
か
け
声
と
と
も
に
境
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。両
日
、た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
初
優
勝

　

9
月
15
日
（
日
）
、
丹
波
自
然
運
動
公
園
で
第
21
回
京
都

府
知
事
杯
争
奪
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
、
70
チ
ー
ム
14
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
競
技
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
南
山
城
村
か
ら
も
代
表
２
チ
ー
ム
が
出
場
さ
れ
、

み
な
さ
ん
の
奮
闘
に
よ
り
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
方
は
随
時
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

（
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0
）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

優勝されたチームのみなさん

ワナゲ大会（やまなみホール）ゲートボール大会（南山城村第２グラウンド）グラウンドゴルフ大会（南山城村総合グラウンド）

こども神輿お稚児さん
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

宇治税務署からのおしらせ

消費税軽減税率制度説明会

日　　　　時 場　　　　所 定	員
11月	 6日（水） 午前10時30分～11時30分

宇治税務署　別館大会議室
30人

	 	 　12日（火） 午前10時30分～11時30分 30人

	 	 　19日（火） 午後	 3時15分～	 4時 京田辺市コミュニティホール京田辺市田辺80（市役所前） 150人

	 	 　20日（水） 午前10時30分～11時30分 宇治税務署　別館大会議室 30人

	 	 　21日（木） 午後	 3時15分～	 4時 木津川市中央交流会館（いずみホール）（木津川市木津宮ノ内92） 150人

	 	 　27日（水） 午前10時30分～11時30分 宇治税務署　別館大会議室 30人

	 	 　28日（木） 午前11時40分～午後12時25分
宇治市文化センター（小ホール）（宇治市折居台１－１）

400人

	 	 　28日（木） 午後	 3時10分～	 3時55分 400人

12月	 4日（水） 午前10時30分～11時30分

宇治税務署　別館大会議室

30人

	 	 　11日（水） 午前10時30分～11時30分 30人

	 	 　18日（水） 午前10時30分～11時30分 30人

問合せ　宇治税務署個人課税第１部門
　　　　　☎	0774・44・4424（ダイヤルイン）
　　　　　※車でお越しの際は、臨時駐車場（税務署から西へ500ｍ・無料）をご利用ください。

　宇治税務署では、「消費税軽減税率制度説明会」を
以下の日時・場所で開きます。
　どなたでも参加いただけますが、事前登録制となっ

ていますので、前日までにお電話にて登録を願います。
会場の定員を超えた場合には、受付を終了する場合が
あります。

年末調整説明会及び消費税の軽減税率制度説明会

令和元年分	年末調整説明会兼軽減税率制度説明会日程表
日　　　　時 場　　所

11月19日（火）

【年末調整】
午後１時30分～３時10分 京田辺市コミュニティホール

京田辺市田辺80
（市役所前）【軽減税率】

午後３時15分～４時

	 	 　21日（木）

【年末調整】
午後１時30分～３時10分 木津川市中央交流会館

（いずみホール）
木津川市木津宮ノ内92【軽減税率】

午後３時15分～午後４時

	 	 　28日（木）

【年末調整】
午前10時～11時35分

【年末調整】
午後１時30分～午後３時５分 宇治市文化センター

（小ホール）
宇治市折居台１－１【軽減税率】

午前11時40分～午後12時25分
【軽減税率】

午後３時10分～３時55分

問合せ　宇治税務署法人課税第１部門
　　　　　☎0774・44・4452（ダイヤルイン）
　　　　　※各税務署では随時軽減税率制度説明会を開いています。

　宇治税務署管内では、下表の会場で軽減税率説明会
を開いています。どなたでもご参加いただけますが、

会場の収容人数を超えた場合には、受付を終了する場
合があります。あらかじめご了承ください。

➡国税庁
国税庁HPトップページのバナーをクリック
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み
ん
な
元
気
に
３
小
学
校
運
動
会

　

9
月
28
日
（
土
）
、
笠
置
小
学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山

城
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
雨
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し

て
き
た
成
果
を
、
家
族
や
地

域
の
み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら

お
う
と
演
技
に
競
技
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ひ
た
む
き

な
姿
は
、
見
て
い
る
人
に
大

き
な
感
動
を
与
え
、
大
き
な

拍
手
や
歓
声
が
わ
き
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
し
よ
う
！

～
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
～

　

9
月
21
日
（
土
）
、
南
山
城
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
事
業
「
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
逃
走
玉
入
れ
や
、
マ
イ
パ
ッ
ク
、
ド
ッ

ジ
ビ
ー
と
い
っ
た
種
目
を
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

勝
利
に
向
か
っ
て
協
力
し
合
う
う
ち
に
、
小
学
校
と
い
う

枠
を
越
え
た
新
た
な
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
チ
ー
ム
内
で
お

互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
競
技
ド
ッ
ジ
ビ
ー
の
優
勝
決
定
戦
で
は
、
レ
ベ
ル

の
高
い
プ
レ
ー
も
多
く
、
大
変
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

教 育

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

　

9
月
20
日
（
金
）
、
南
山
城
村
の
村
・
体
験
p
l
a
z
a

に
お
い
て
読
書
活
動
推
進
事
業
『
第
8
回
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
課
題
図
書
は
「
よ
し
も
と
ば
な
な
」
の
作
品
の
う

ち
い
ず
れ
か
一
冊
。
「
よ
し
も
と
ば
な
な
」
の
作
品
を
初
め

て
読
ん
だ
方
や
久
し
ぶ
り
に
読
ん
だ
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
選

ん
だ
本
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
が
、
文
体
や
世
界
観
な
ど
に
つ

い
て
話
が
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
持
ち
寄
っ
た
本
の

紹
介
に
つ
い
て
も
、
内
容
だ
け
で
な
く
紹
介
者
そ
れ
ぞ
れ
の

読
書
背
景
や
考
え
な
ど
も
踏
ま
え
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※	

紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
で
す
。（
全
作
品
は
図
書
室
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
）

将
来
の
学
力
は
10
歳
ま
で
の

「
読
書
量
」で
決
ま
る
！松

永　
暢
史 

著

は
い
！
こ
ち
ら

子
ど
も
記
者
相
談
室
デ
ス
！

か
め
お
か
子
ど
も
新
聞 

著

ト
ラ
ち
ゃ
ん�

群　
よ
う
こ 

著

み
ず
う
み�

川
端　
康
成 

著

キ
ッ
チ
ン�

吉
本　
バ
ナ
ナ 

著

渦 

妹
背
山
婦
女
庭
訓 

魂
結
び

大
島　
真
寿
美 

著

笠置小学校

和束小学校

南山城小学校

ドッジビーの様子

マイパックの様子

7 広報  　　　 2019.11◦第164号



令
和
元
年
度

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
３
町
村
）　

対　

象　

	　

３
町
村
に
お
住
ま
い
の
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

　
　
　
　

◦
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　

◦	

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
身

体
障
害
の
１
級
相
当
の
方

接
種
費
用　

	

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
無
料
で
す
。
）

接
種
期
間　

	

11
月
１
日
（
金
）
～
令
和
2
年
1
月

31
日
（
金
）

　
　
　
　

	　

申
込
み
方
法
や
接
種
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
各
町
村
の
担
当
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
6（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）　

実
施
日　

11
月
21
日
（
木
）　

受
付
時
間
と
場
所

　

午
前
10
時
15
分
～
正
午　
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

午
後
1
時
45
分
～
3
時
45
分　

笠
置
町
役
場

献
血
で
き
る
方　

男
性　

17
歳
か
ら
69
歳
ま
で　
　

　
　
　
　
　
　
　

女
性　

18
歳
か
ら
69
歳
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

　

※	

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
に
献
血
を
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

※	

患
者
や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

献
血
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　

	

献
血
カ
ー
ド
、
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４（
直
通
）

保健・福祉

　

私
た
ち
は
、
元
気
な
時
も
病
気
の
時
も

亡
く
な
る
時
も
、
憲
法
に
基
づ
き
自
分
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
特
に
ご
高
齢
の

方
に
と
っ
て
は
人
生
が
幕
を
閉
じ
る
時
に

も
そ
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず

自
分
の
意
思
を
決
定
し
、
伝
え
、
理
解
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る「
A
C
P（
ア
ド
バ

ン
ス・
ケ
ア・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」と
は
、い
ず

れ
は
誰
に
も
や
っ
て
く
る“
も
し
も
の
時
”

に
、自
分
が
ど
ん
な
治
療
を
受
け
た
い
か
、

ま
た
は
受
け
た
く
な
い
か
、そ
し
て
自
分
と

い
う
一
人
の
人
間
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

（
価
値
観
）な
ど
に
つ
い
て
、前
も
っ
て
大

切
な
人
達
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
平
成
30
年
11
月
30
日
に

A
C
P
の
愛
称
を
「
人
生
会
議
」
と
決
定

し
、11
月
30
日（
い
い
看
取
り・
看
取
ら
れ
）

を「
人
生
会
議
の
日
」と
し
て
、人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
考

え
る
日
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
縁
起
で
も
な
い
、
ワ
シ
は
好
き
な
よ

う
に
生
き
て
最
期
は
“
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ

リ
”
で
よ
い
の
じ
ゃ
」
と
、
お
叱
り
を
受

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
意
思

表
示
を
し
て
い
な
い
と
、
“
も
し
も
の

時
”
に
は
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
て
、

心
肺
蘇
生
術
を
含
む
救
急
救
命
処
置
を
受

け
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
「
延
命
治
療
」
を

受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
事
態
で
は
通
常
は
本
人
に
意
識
が
な

い
の
で
、
も
は
や
意
思
表
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
元
気
な
う
ち
に
話
し
合
っ

て
お
く
の
が
大
切
な
の
で
す
。
話
し
合
っ

た
内
容
を
書
面
に
書
き
記
し
た
も
の
を
事

前
指
示
書
と
い
い
、
そ
の
内
容
と
し
て
、

①
本
人
に
代
わ
っ
て
、
本
人
の
医
療
や
介

護
に
関
す
る
判
断
・
決
定
を
し
て
ほ
し
い

人
は
誰
か
、
②
本
人
が
望
む
医
療
処
置
・

望
ま
な
い
医
療
処
置
に
つ
い
て
、
③
本
人

の
残
さ
れ
た
人
生
を
快
適
に
過
ご
し
、
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
の
か
、
④
本
人
の
大
切
な

人
に
伝
え
た
い
こ
と
、
な
ど
を
含
め
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
法
的
拘
束
力

は
な
い
の
で
、
気
持
ち
が
揺
れ
動
い
て
考

え
が
変
わ
っ
た
時
は
記
載
内
容
を
書
き
直

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
話
し
合
っ
た
家
族

や
親
し
い
人
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
と
共

有
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

A
C
P
や
事
前
指
示
書
は
、最
期
を
迎

え
よ
う
と
す
る
本
人
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、意
識
の
無
い
本
人
に
代
わ
っ
て
意
向
の

判
断
を
迫
ら
れ
る
家
族
、治
療
方
針
や
介

護
方
法
を
決
定
す
る
医
療
者
や
介
護
者
の

判
断
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。誰
に
と
っ
て

も
寿
命
は
限
ら
れ
て
い
る
現
実
か
ら
す
る

と
、“
も
し
も
の
時
”の
気
持
ち
を
整
理
し

て
お
き
、そ
の
時
ま
で
の
人
生
を
充
実
さ

せ
て
精
一
杯
生
き
る
こ
と
が
最
も
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
相
楽
医
師
会	

山
口
医
院

山
口
泰
司

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
56 

A
C
P（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）っ
て
何
？

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。
12月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12月	 1日（日） 小児科
12月	 8日（日） 内科
12月15日（日） 内科・小児科
12月22日（日） 内科・小児科
12月29日（日） 内科・小児科
12月31日（火） 内科

※11月分については広報れんけい10月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）

☎0774・73・9988（直通）
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事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
成
立
手
続
は
お
す
み
で
す
か

～ 

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」で
す
～

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

問
合
せ　

京
都
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
2
7
9
・
3
2
2
0

　
　
　
　

	

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で

Ｈ　

Ｐ　

https://jsite.m
hlw.go.jp/kyoto-roudoukyoku/hom

e.htm
l

◇	

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

２
つ
を
併
せ
た
保
険
の
こ
と
を
い
い
ま
す

	　

労
働
保
険
と
は
労
働
（
通
勤
）
災
害
や
失
業
等
が
発
生
し

た
場
合
に
、
保
険
給
付
等
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
制
度
で
す
。
労
働
保
険
は
政
府
が
管

理
・
運
営
し
て
い
る
強
制
保
険
で
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
労
働
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
り
、

事
業
主
は
成
立
手
続
（
加
入
手
続
）
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
次
の

点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◎	

再
三
の
加
入
勧
奨
・
手
続
に
も
関
わ
ら
ず
自
主
的
に
成
立

手
続
を
お
こ
な
わ
な
い
場
合
は
、
最
終
的
な
手
段
と
し
て

職
権
に
よ
る
成
立
手
続
及
び
労
働
保
険
料
の
認
定
決
定
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

◎	

事
業
主
が
成
立
手
続
を
お
こ
な
わ
な
い
期
間
中
に
労
働
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
さ
れ

る
ほ
か
、
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
費
用
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◇	
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に

　

～
児
童
虐
待
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る
～

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
成
長
や
人
格
形

成
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
児
童
が

死
に
至
る
な
ど
の
悲
惨
な
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に
は
、
大
人
た

ち
が
子
ど
も
の
S
O
S
に
い
ち
早
く
気
づ
い
て
、
児
童

相
談
所
等
の
専
門
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎児童相談所
　全国共通ダイヤル

1 8 9
　	　24時間対応でお近くの
児童相談所につながりま
す。連絡は匿名でおこな
うことも可能です。
◎緊急の場合は

110番を。

もしかして児童虐待かも?
と思ったら…

いち は やく

◇	

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
（
火
）
～
25
日
（
月
）
ま
で
の
2
週
間
、

全
国
的
に
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
暴
力
は
性
別
や
間
柄
を
問
わ
ず
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
女
性

に
対
す
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
・
性
犯
罪
・
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
は
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
決
し
て

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　
◎
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
　

　
　

	　

例
え
、
夫
婦
や
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
暴
力
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る
暴
力
は
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど

ん
な
場
合
で
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず

に
相
談
を
!

　
◎
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　

・
は
っ
き
り
と
拒
否
の
姿
勢
を
示
す

　
　

・
個
人
情
報
の
管
理
は
確
実
に

　
　

・
外
出
時
は
携
帯
電
話
や
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
行
す
る

　
　

・
安
易
な
交
際
を
し
な
い

　
　

・
被
害
に
遭
っ
た
ら
記
録
を
残
す

　
　

・
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
避
難
す
る

◇
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　

指
名
手
配
被
疑
者
は
殺
人
・
強
盗
等

の
凶
悪
事
件
の
他
、
暴
行
・
傷
害
・
窃

盗
・
詐
欺
・
横
領
等
の
事
件
に
関
し
て

指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を

お
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
特
に
重
大
な
犯
罪
の
指
名
手
配
被
疑
者
を
選

定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追

跡
捜
査
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
指
名
手
配
被
疑

者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
住
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た
と
い
っ

た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
僅
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

安心・安全
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講
座

女
性
学
講
座

 	『
近
代
建
築
六
華
苑
と

な
ば
な
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』

実
施
日　

11
月
28
日
（
木
）　

乗
降
場
所
お
よ
び
時
間

　

和
束
小
学
校
下
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー　

午
後
1
時
00
分

　

南
山
城
村
文
化
会
館
駐
車
場　

午
後
1
時
30
分　
　

　

※	

各
乗
降
場
所
へ
は
出
発
の
5
分
前
に
は
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

　

※	

乗
降
場
所
以
外
へ
は
、停
車
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。（
帰
着
は
午
後
9
時
～
9
時

30
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、交
通
事
情
に
よ

り
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

内　

容　

①	

六
華
苑
（
桑
名
の
山
林
王
、
諸
戸
清
六

の
邸
宅
）
見
学

　
　
　
　

②
な
ば
な
の
里　

見
学
お
よ
び
夕
食

参
加
対
象　

	

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

	

5
2
1
0
円（
入
場
料
・
食
事
代
・
参
加
費
）

　

※
20
人
以
上
の
場
合
は
右
記
よ
り
70
円
引
き

申
込
期
間　

11
月
11
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）

　

※
お
1
人
に
つ
き
、
1
件
の
申
込
み
に
限
り
ま
す
。

定　

員　

先
着
25
人

　

※
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
を
発
送
し
ま
す
。

納　

金　

11
月
18
日
（
月
）
～
19
日
（
火
）

　

※	

教
育
委
員
会
ま
た
は
各
分
室
に
て
事
前
に
徴
収
し

ま
す
の
で
、お
釣
の
な
い
よ
う
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

※	

取
り
消
し
の
場
合
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

※
土
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

11
月
18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
6
日
（
水
）
・
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

	

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
2
7
2
6

　
　
　
　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

和
束
町
＆
南
山
城
村
合
同
教
室

 『
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
』

実
施
日　

12
月
16
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

	

笠
置
町
産
業
振
興
会
館　

ホ
ー
ル

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

　
　
　
　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

	

英
会
話
教
室
の
参
加
者
な
ら
び
に
中
学
生

以
上
の
３
町
村
在
住
・
在
勤
者

参
加
費　

３
０
０
円
（
お
菓
子
、
飲
み
物
代
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

	

筆
記
用
具
、５
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
お
こ
な
い
ま
す
）

定　

員　

各
教
室
先
着
10
人

申
込
受
付　

11
月
25
日（
月
）～
12
月
4
日（
水
）ま
で

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
9
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

	

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※	

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

和
束
町
史
講
演
会

 『
和
束
町
の
歴
史
と
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

』の
案
内

日　

時　

11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
10
分
ま
で

場　

所　
	

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室　
　

テ
ー
マ　
「
和
束
町
の
歴
史
と
大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

」

内　

容　

	　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
の
事
業
と
し
て
、

講
演
会
を
開
き
ま
す
。
町
史
編
集
委
員
で

京
都
府
立
大
学
准
教
授	

藤
本
仁
文
さ
ん

よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
和
束
町
内
で
発
見
さ

れ
た
史
料
か
ら
昔
の
和
束
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
か
、
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
8
9
5
2

　
　
　
　
つ
な
が
ら
な
い
時
は
、教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
ハ
ー
ブ
講
座 

2
0
1
9
』

11
月
の
回
〜 

ハ
ー
ブ
で
ス
ワ
ッ
グ
作
り
〜

　

ス
ワ
ッ
グ
と
は
、
花
や
植
物
を
束
ね
て
壁
に
か
け

る
飾
り
の
こ
と
。
今
回
は
、
ハ
ー
ブ
や
和
束
で
手
に

入
る
自
然
な
素
材
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ワ

ッ
グ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
飾
り
に

も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
冬
の
体
調
ケ
ア
に
お
す
す
め
の

ハ
ー
ブ
の
話
も
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

夜
の
部　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

場　

所　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
和
束
1
階
研
修
室

受
講
料　

お
ひ
と
り
様
1
5
0
0
円

　

※	

ス
ワ
ッ
グ
は
お
持
ち
帰
り
、ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
試
飲
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　
（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ハ
ー
ブ
担
当
・
田
内
（
た
う
ち
）
ま
で

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
9
6（
代
表
）

催
し

	

和
束
町
史
編
さ
ん
室

『
写
真
展
示
』の
案
内

日　

程　

11
月
12
日
（
火
）
～
22
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

informationおしらせ
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in
fo

rm
ation

おしらせ
テ
ー
マ　
「
和
束
か
ら
大
正
の
大だ
い
嘗じ
ょ
う

祭さ
い
で
献
上
し
た
木
材
」

内　

容　
	　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町
の

昔
の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

	　

今
回
は
、
大
嘗
祭
に
関
す
る
写
真
を
展

示
し
ま
す
。
内
容
は
、
大
正
の
大
嘗
祭
で

和
束
か
ら
献
上
す
る
木
材
を
運
ん
で
い
る

様
子
で
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
30
回 

笠
置
解
放
文
化
祭

 『
絆
：
き
ず
こ
う
・ず
っ
と・な
か
ま
』

　

人
権
確
立
の
社
会
を
目
指
し
、
交
流
を
深
め
、
新

し
い
文
化
を
創
造
し
よ
う
。

実
施
日　

11
月
2
日
（
土
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会　

場　

笠
置
会
館
・
児
童
館

内　

容　

作
品
展
示
・
模
擬
店
・
催
し
物

問
合
せ　

笠
置
解
放
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　	

「
光
秀
・
幽
斎
と
京
都
」

講　

師　

	

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
館
長　

福
島
克
彦
さ
ん

聴
講
料　

無
料

　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
5
0
円
・
小
中
学
生
70
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※	

休
館
日	

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

第
24
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

11
月
5
日
（
火
）
午
後
4
時
～
5
時
30
分

場　

所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー	

9
階
会

議
室

内　

容　

　
◇�

特
別
講
演

　
　
「
京
都
府
南
部
の
医
療
展
開
―
近
未
来
の
予
測
―
」

　
　
　

講
演
者　

竹
中	

洋	

先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
医
科
大
学
学
長
）

　
　
　

司　

会　

中
井	

一
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）

備　

考　

予
約
不
要
・
入
場
無
料
・
駐
車
場
無
料

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

Ｈ　

Ｐ　

http://www.yam
ashiro-hp.jp/index.htm

l

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

〜
冬
休
み
〜

日　

程　

12
月
22
日
（
日
）・
24
日
（
火
）

　
　
　
　

各
回
午
前
10
時
～
午
後
3
時

内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

申
込
締
切　

一
次
締
切　

12
月
6
日
（
金
）

　
　
　
　

二
次
締
切　

参
加
日
の
2
日
前
ま
で

会　

場　

	

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
取
り

組
み
内
容
に
よ
り
府
内
の
他
施
設
も
利
用

し
ま
す
。
）

対
象
者　

	　

聴
覚
障
害
の
あ
る
小
･
中
学
生
や
そ
の

兄
弟
・
友
達
（
高
校
生
以
上
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
可
能
）

参
加
費　

各
回
3
0
0
円

　

※
開
催
日
毎
に
行
事
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

※
材
料
費
が
か
か
る
場
合
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

	　

メ
ー
ル
･
F
A
X
ま
た
は
電
話
に
て
、
氏
名
･
住

所
･
電
話
番
号
･
F
A
X
番
号
･
年
齢
･
聴
覚
障
害

の
有
無
、
参
加
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
京
都
府
聴

覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
･
申
込
み
先　
　

　
　
　
　

〒
6
1
0
―

0
1
2
1

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　

	

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
行
委
員
会

事
務
局　

乾

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

	yamashirojidodei@kyoto-chogen.or.jp

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
書
道
展

　

11
月
16
日
（
土
）
の
「
少
年
の
主
張
大
会
」
に
あ

わ
せ
て
、
小
学
４
年
生
以
上
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
書

道
展
を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

展
示
期
間　

11
月
１
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

展
示
場
所　

	

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

主　

催　

	

和
束
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
連
絡
協

議
会

問
合
せ　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５（
直
通
）

募
集

夢
を
か
た
ち
に
す
る
6
日
間

 「
創
業
塾
」受
講
生
募
集

実
施
日　

①
入
門
編　

	

12
月
1
日

　
　
　
　

②
実
践
編　

12
月
8
日
、
15
日
、
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
2
年
1
月
19
日
、
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
日
曜

時　

間　

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

	　

な
お
12
月
22
日
・
1
月
19
日
、
26
日
は

午
後
1
時
～
3
時
に
自
由
参
加
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
有
り
。

場　

所　

	

木
津
川
市
商
工
会
館
2
階
（
木
津
川
市
木

津
南
垣
外
83
番
地
3
）

講　

師　

松
田
茂
さ
ん（
中
小
企
業
診
断
士
）

　
　
　
　

吉
村
正
裕
さ
ん（
中
小
機
構
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
　
　
　

藤
木
美
能
里
さ
ん（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

　
　
　
　

勝
部
邦
夫
さ
ん（
公
庫
京
都
支
店
課
長
）

対　

象　

	　

創
業
を
予
定
の
方
・
す
で
に
創
業
し
て

い
る
方（
開
業
5
年
未
満
）・
家
業
の
後

継
者
の
方
・
お
店
を
始
め
た
い
方
な
ど

定　

員　

①
40
人　

②
25
人
先
着
順　

受
講
料　

①
無
料　

②
3
0
0
0
円（
全
5
回
分
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

木
津
川
市
商
工
会	

山
城
支
所　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
3
1
5
7

　
　
　
　
　

ま
た
は
木
津
川
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

そ
の
他　

	　

実
践
編
の
午
前
の
部
を
全
て
受
講
す
る

と
、
創
業
補
助
金
の
申
請
・
融
資
枠
の
拡

充
な
ど
「
特
定
創
業
支
援
事
業
」
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

主　

催　

相
楽
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
郡
5
市
町
村
商
工
会
）

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時
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informationおしらせ

「税を考える週間」小学生の絵画展
　11月11日（月）～17日（日）は「税を考える週間」です。
　笠置町・和束町・南山城村では、この期間中に「税金でつくられているもの」
をテーマに小学生の絵画展をおこないます。
展示期間　11月11日（月）～17日（日）
展示場所　笠 置 町　笠置町産業振興会館
　　　　和 束 町　和束町役場住民ホール
　　　　南山城村　南山城村文化会館（やまなみホール）
問合せ　笠置町税住民課　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村税財政課　☎0743・93・0103（直通）
※	「税を考える週間」については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp)	をご覧ください。

場　

所　

笠
置
会
館	

１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

	

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

	

和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※	

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事

前
予
約
は
11
月
19
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

11
月
5
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

11
月
22
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

11
月
15
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

11
月
20
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

出
張
が
ん
個
別
相
談

日　

時　

11
月
5
日
（
火
）
・
12
月
3
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

	
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

	

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左
記
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
･
申
込
み

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

	（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル

ク
リ
オ	

京
都
2
階
）

　
　
　
　
　

☎
0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※	

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話

及
び
対
面
相
談
を
、月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）の
午
前
9
時
～
正
午
、午
後
1
時
～
4
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

11
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

	

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅	

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料	

問
合
せ　

	

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　

※	

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

11
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
1
時
～　

④
午
後
2
時
～　

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　

	

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程

度
）

対　

象　

	

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

	　

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
11
月
19
日

（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

	　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
F
A
X
番
号
）
・
相
談
内

容
・
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ

い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4

　
　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2
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むらを愉しむ 里山コンサート
Satoyama Concert ～ピアノが紡ぐ 冬の奏～
日　時　12月８日（日）午後２時30分～（開場午後２時）
場　所　南山城村文化会館（やまなみホール）

令和２年度京都府山城教育局管内
小・中学校講師登録会
　京都府山城教育局では、11月18日（月）～21日
（木）に講師登録会を開きます。来年度に小・中学校
での講師をご希望の方は、事前に電話で申込みの上、
指定の講師登録票を山城教育局までご持参ください。
　講師登録票は山城教育局、広域連合教育委員会にご
用意しているほか、局ホームページからもダウンロー
ドできます。
　開催期間以降も、講師登録は随時受け付けております。
問合せ　京都府山城教育局学務課
　　　　（京田辺市田辺明田１）
　　　　　☎0774・62・0274（直通）

やまなみキネマ
令和元年度 優秀映画鑑賞推進事業

昭和を飾った輝かしい男たち
　昭和を代表する個性豊かな俳優たちの、
魅力溢れる４作品がやまなみホールにやってくる!!
　数々の名作を残してこの世を去った男たちの名シーンを
ぜひ、この機会にスクリーンでご鑑賞ください。

PROGRAM
♬クリスマスソングより
♪弾き語り（オリジナル）
♬前奏曲�嬰ハ短調�op.３-２「鐘」：ラフマニノフ
♪幻想即興曲：ショパン
♬キラキラ星変奏曲：モーツァルト　　　他
主　催　南山城村むらづくり推進課
問合せ　南山城村文化会館（やまなみホール）
　　　　　☎0743・93・0560　FAX0743・93・0596

出		演　ピアノ：木村梨花
　6歳よりピアノを始める。南山城村在住。大
阪音楽大学ピアノ専攻卒、音楽療法副専攻卒業。
在学中に学内選抜ミレニアムスチューデントコ
ンサート、KAWAIチャリティコンサート出演。
ピアノを油井美加子、高瀬三和子、フィンガート
レーニングを杉山佳子に師事。現在、各地でピ
アノ講師、小中学校音楽科非常勤講師を勤める
ほか、福祉施設にて音楽療法をおこなう。南山
城村文化協会役員、日本音楽療法学会会員。

in
fo

rm
ation

おしらせ

伊賀・山城南・東大和定住自立圏
　平成28年に伊賀市と笠置町、南山城村で形成
した「伊賀・山城南定住自立圏」に、奈良県山添
村が加入する協定が10月８日に締結され、圏域
の名称が「伊賀・山城南・東大和定住自立圏」（略
称「伊賀城和定住自立圏」）に改められました。

【定住自立圏連携事業】
救急・健康相談ダイヤル24

0120・4199・22
◆	心と体のさまざまな相談に24時間体制でお
応えします。

◆	どこからでも笠置町・南山城村にお住まいの
みなさんが無料（フリーダイヤル）でご相談
できます。

PROGRAM
日　時　12月14日（土）
　悪名（94分）：午前10時30分～午後０時５分
　隠し砦の三悪人（138分）：	午後１時30分～３時50分
日　時　12月15日（日）
　嵐を呼ぶ男（100分）：午前10時30分～午後０時10分
　暁の脱走（110分）：	午後１時30分～３時20分

場　所　南山城村文化会館（やまなみホール）
　　　　　☎0743・93・0560　FAX0743・93・0596
主　催　南山城村・文化庁・国立映画アーカイブ
特別協賛　	木下グループ　　後　援　相楽東部広域連合教育委員会　　協　力　株式会社オーエムシー

●料金お問合せ／チケット販売
１作品目お一人様500円（高校生以下無料／全席自由席）
※	２作品目以降のご鑑賞
　	チケットの半券提示で１作品につきお一人様100
円

入場料
無料
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informationおしらせ

令和元年度自衛官募集
募集種目及び試験期日等

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

自衛官
候補生

男子 年間を通じておこ
なっております。 受付時におしらせします。（注）

18歳以上33歳未満の者
※	32歳の者は、採用予定月の1日から起算して3月に達す
る日の翌月の末日現在、33歳に達していない者女子

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦
11月１日（金）

～
29日（金）

令和２年
１月５日（日）～６日（月）

（いずれか1日を指定されます。）

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる
者　　　　　

一般

11月１日（金）
～

令和２年
１月６日（月）

1次 		令和２年１月18日（土）
2次 		令和２年１月31日（金）～
　　　　　　２月	 3日（月）
（いずれか1日を指定されます。）

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

貸費学生 技術 令和２年１月25日（土）

大学の理学部、工学部※の３・４年次または大学院
（専門職大学院を除く。）
修士課程在学
（正規の修業年限を終わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未満））

（注）	※学部については、理学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問合せください。

詳細につきましては、下記に確認してください。
受付及び問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部
　　京都市中京区西ノ京笠殿町38
　　　☎075・803・0820
　⑵宇治地域事務所
　　宇治市広野町西裏71―５	S・C	OKUBO202号室
　　　☎0774・44・7139

　⑶　㋐笠置町総務財政課　　☎0743・95・2301（代表）
　　　㋑和束町総務課　　　　☎0774・78・3001（直通）
　　　㋒南山城村総務課　　　☎0743・93・0102（直通）
　⑷その他　	自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこな

っています。

　10月１日（火）～３日（木）、笠置町・和束町・
南山城村にまたがる、神奈川県の高校生約200人の２
泊受入が終わりました。受入家庭のみなさん、お疲れ
さまでした。今回は都会からの子どもたちで、戸惑う
ことも多かったかもしれませんが、無事に終えられた
のはみなさんのおかげです。ありがとうございました。
後日、学校から「生徒にとって非常に印象に残る経験
になった」との声もいただきました。
　11月にも大型校（90人）の受入があります。また、
これから冬に向けて海外からの団体の予約が入ってき
ます。日本の学校の受入とは違い、国際交流も体験で

きます。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した
「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたちや
海外のみなさんと農村のありのままの生活を共に送る
「農泊」事業を進めています。
　子どもたちといっしょにごはんを作り、お茶を急須
で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしていただき
ます。少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠
置町・和束町・南山城村のみなさん。受入開始、また
その後まで、事務局が全力でサポートいたします。お
気軽にご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当:下村・吉田
E-mail:info@chagenkyo.com
農泊受入の予定

受入月日 国・地域 年代 人数
11月	 1日（金） ドイツ 大人 12
	 	 　	 6日（水） 広島 中学生 90
	 	 　	 6日（水） フランス 大人 12
	 	 　	 8日（金） ドイツ 大人 12
	 	 　15日（金） ドイツ 大人 12
	 	 　20日（水） フランス 大人 12

農村宿泊体験（農泊）11月の予定

10月の受入の様子
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新
た
に
医
療
保
険
等
の
加
入
を
検
討
す
る

場
合
は
ま
ず
、
公
的
医
療
保
険
（
健
康
保
険

や
国
民
健
康
保
険
な
ど
）
や
、
す
で
に
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
で
ど
こ
ま
で
保
障
さ
れ

る
か
を
確
認
し
、
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
考

え
て
判
断
し
、
加
入
す
る
場
合
は
十
分
な
説

明
を
受
け
、
約
款
を
読
ん
で
か
ら
契
約
し
ま

し
ょ
う
。
保
険
金
の
内
容
に
つ
い
て
は
い
つ

で
も
確
認
が
で
き
る
よ
う
、
約
款
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
保
険
会
社
か
ら
受
け
取
っ
た
資

料
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
金

の
支
払
に
お
い
て
、
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

例
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
約
款
の
免
責
事
由
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

Q
保
険
金
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
約
款
の
免

責
事
由
に
該
当
す
る
た
め
支
払
え
な
い
と

言
わ
れ
た
が
、
契
約
時
に
は
そ
の
よ
う
な
説

明
は
受
け
て
い
な
い
。

A
「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
い
く
ら
保
険
金
が

支
払
わ
れ
る
か
」
だ
け
で
な
く
、
「
ど
の
よ

う
な
場
合
に
支
払
わ
れ
な
い
か
」
に
つ
い
て

保
険
会
社
に
確
認
し
、
保
障
の
内
容
を
十

分
に
理
解
し
た
上
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
口
頭
だ
け
で
な
く
約
款
な
ど
も
確
認
す
る

こ
と
。
）

②
告
知
義
務
違
反
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

Q
入
院
歴
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
い
で
契
約

し
ま
し
た
が
、
保
険
金
請
求
時
に
な
っ
て
、

告
知
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
保
険
金
が
支

払
わ
れ
な
か
っ
た
。

A
保
険
加
入
時
に
お
け
る
告
知
書
に
は
正
確

に
回
答
す
る
必
要
が
あ
り
、
事
実
と
相
違
し

た
告
知
を
す
る
と
告
知
義
務
違
反
と
な
り
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
納
得
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
告

知
の
内
容
と
保
険
金
請
求
に
至
っ
た
病
気
の

関
係
に
つ
い
て
保
険
会
社
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

通
常
、
生
命
保
険
会
社
は
「
給
付
金
」
、
損
害
保

険
会
社
は
「
保
険
金
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て

い
る
。

医
療
保
険
の
保
障
内
容
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

～
実
際
の
保
障
内
容
と
消
費
者
の
理
解
に
大
き
な
ず
れ
～

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。	

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

	

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより
町村別 種　類 タ	イ	ト	ル 著	者	名

笠　　置

一般書
クジラアタマの王様 大島　真寿美
希望の地図　2018 池井戸　潤
ノースライト 今村　夏子

児童書

巨大空港 鎌田　歩
もう引き返せない
ホーンテッドマンション ジョン・エスポジート

飛行機のサバイバル　 ゴムドリ

和　　束

一般書
落花狼藉 朝井　まかて
絶声 下村　敦史
のっけから失礼します 三浦　しおん

児童書
タヌキのきょうしつ 山下　明生
じゃない! チョー　ヒカル
科学者の目 かこ　さとし

南山城村

一般書
鹿の王	水底の橋 上橋　菜穂子
氷獄 海堂　尊
心にしみる皮膚の話 大塚　篤司

児童書
子どもおもあしろなぞなぞ検定 日本なぞなぞ

能力検定協会
妖怪遊園地 広瀬　克也
化石ハンター 小林　快次

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★	Pick	UP	★
「じゃない！」
チョー　ヒカル	/	著

　きゅうり…じゃなくて、
バナナ！　みかん…じゃな
くて、トマト！　固定概念
を覆す不思議なたべもの
の数々。発想の転換力・想
像力を育む、新感覚のたべ
もの写真絵本！
　子どもから大人まで、幅広く楽しんでいただけます。

図書室の連絡先
　笠置町図書室	 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室	 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室	 ☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　11月24日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

☆貸出日が増えます
　 　秋の読書週間中（10月27日～11月9日）は、

通常閲覧日である木曜日も貸出日となります

和束町体験交流センター図書室より
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運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40
◦加茂駅発
　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

※れんけい10月号２ページに掲載の相楽東部広域バスの記事の一部に誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。
　《訂正箇所》時刻表「加茂駅（西口）▶月ヶ瀬口駅方面」の便名 ［誤］１便　３便　５便　７便

　　　　　　　　➡
［正］２便　４便　６便　８便

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

ベストショットまち＊むら 和束町

　10月９日（水）、和束町商工会館研修室にて「ワールドマス
ターズゲームズ2021関西和束町実行委員会」設立総会および令
和元年度第１回総会が開かれました。
　「広大な茶畑景観と豊かな山林に彩られた本町の歴史と伝統な
ど多くの魅力を全世界へ発信する」といった設立趣意書や会則、
事業計画や予算等が承認されました。また、実行委員会設立に合
わせて、役場前には大会開催をPRする懸垂幕が掲げられました。
　2021年の開催に向けて、町民みなさんの総力を結集して成功
に向けて取り組んでまいりたいと思いますので、みなさんご協力
をよろしくお願いします。

ワールドマスターズゲームズ2021関西 和束町実行委員会設立

人口・世帯数
（令和元年10月1日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295	京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411	京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303	京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口	 3,887人　
世帯数	 1,707世帯

（減18）
（減4）

人　口	 1,295人　
世帯数	 	 	634世帯

（減1）
（0）

人　口	 2,697人　
世帯数	 1,237世帯

（減5）
（減2）

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

　生ごみの水切り、ごみの分別を
徹底していただくことで、ごみの
減量化やごみ処理費用の節約につ
ながります。ご協力をよろしくお
願いします。

出す時の注意
◎	生ごみの約６割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
◎	刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してください。
◎	燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず１m以内に切断し紐で束ね収集所に出
してください。
◎	紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

生ごみ

十分に水切りしてください。

紙くずクリッ
プ等は

取り除
く

燃えるごみ　　 の出し方

◆燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　火・金曜日
　和 束 町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日
　　　　　 （野殿・童仙房は火曜日のみ）

茶茶ちゃんも登場した委員のみなさんの集合写真

出せるもの（一例）
生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ燃えるごみ


